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事業所紹介

小規模多機能型居宅介護事業所 庵（いおり）

平成25年4月1日 飯南町八神地区にて開所

☆登録定員25名、通い15名、泊り9名でスタート
☆平成27年に登録定員29名に変更
☆平成31年2月1日、通い定員を16名に変更



志々地区
人 口 （526人）
高齢化率 （49.2%）

飯南町全体
人 口 （4,914人）
高齢化率 （44.16%）
要介護認定者（486人）

平成30年9月末時点



転倒事故防止対策として
介護ロボットを導入

平成30年5月と6月に居室での転倒事故が連続して

発生しました。目の届きにくい居室での事故や夜間

スタッフが少ない時間帯での事故を未然に防ぐ対策

として、平成30年9月に

見守り支援・生活記録システム「もりん」
を導入しました。









庵での設置状況

持ち運び可能なタブレットを主として使用同じ画面を
ＰＣ確認ができ24時間の生活記録がグラフ（推移）と
して印刷可能

点滴ホルダーに子機を設置し、ベッドマット
レスの下にバイタルセンサーを設置



時間（２４ｈ）
心拍数／分
呼吸数／分
体動量
寝返り
座位
臥床／離床
歩行あり／なし
ベッド／左・中・右
ベッド上の温度
室温℃
湿度％



状態に応じた通知設定

「もりん」は、利用者個々や部屋毎に通知設定が可能となっており、

・座位で通知 ・離床で通知 ・歩行で通知

・室温が○○℃以上で通知 ・室温が○○℃以下で通知

・看取りで通知（５段階の感度設定可）

が個別に設定できます。

また、居室の壁掛けエアコン稼働中にタブレットから遠隔で温度の上げ下げ

が可能。（対応しない機種もあります）



「もりん」設置後の効果
○夜勤中、タブレットを持ち運びながら確認が可能、夜勤者の精神的負担を軽減

館内のwi-fiでタブレットと通信しているため持ち運びができる。個室での介助中や他の業務時も利用者

の状況確認がある程度可能となり、以前より気持ちに余裕ができた。また、定期巡視以外の時間帯でも、

居室での動きや心拍数や呼吸数が確認可能になったことで夜勤者の不安をある程度解消できた。

○利用者の不眠を発見

夜勤者の巡視時、よく寝ておられると思っていたが、生活記録を確認するとベッド上での体動量が多く

しっかりとした睡眠がとれていなかった。その後、医師に相談、薬を変更していただき、現在はしっかり

と睡眠がとれるようになった。

〇室温湿度管理業務の軽減

今までは、室温湿度管理を個室の温度湿度計で確認し巡視毎に記録していたが、タイムリーに室温湿度

が表示されており記録も残るので巡視毎の記録を廃止した。業務負担が軽減された。

また、夏季や冬季など「○○以上で通知」「○○以下で通知」を設定することで居室の温度湿度が一定化した。



新製品を導入

「もりん」は子機にバイタルセンサーを接続して

データ管理をするため、バイタルセンサーのみ

が必要な利用者様にも子機の設置が不可欠

でしたが、平成31年2月に新製品「子機ミニＢ」

が発売されました。

この製品は、通信型のバイタルセンサーで

子機がなくても親機と通信でき生活記録に

も残ります。庵では１台設置しています。



ま と め
介護ロボットを導入当初は、スタッフにも戸惑いがありましたが、今では常に「もりん」を見ながら

業務をしており、特に夜勤者は肌身離さず持ち歩いています。導入から半年になりますが、今では

スタッフにとって欠かせないアイテムとなりました。しかし、「もりん」はスタッフが楽をするものではな

く、利用者様の異変に対しての早期対応や事故防止が目的です。

介護ロボットはあくまで介護業務の補助具です。庵では「もりん」の導入前と同じ気持ちで介護

業務（目視での確認）をすることを指導しています。

現在、様々な介護ロボットが開発されていますが、これから迎える超高齢者社会、介護人材不

足の対策には必ず必要になってくると考えます。

これからどのような介護ロボットを導入するかはわかりませんが、最先端機器の情報収集を続けな

がら、利用者にとってもスタッフにとっても安心できる施設作りを目指します。



ご清聴ありがとうございました


